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初めて 3000 万人を突破し，日本は世界有数な国際観光目的地に躍進している（2018 年の
外国人客受け入れ規模ランキングでは，日本が世界 11 位へ上昇した）。 
（２）世界のどの地域からの観光客数も増えているが，アジアからの観光客数の伸びは
最も目立っている。過去 20 数年間に訪日外国人客全体に占めるアジア客の割合が増大し
つつあり，1990 年代の 6 割台から近年の 8割台へ上昇している（図 2）。 
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表 2 国籍（出身地）別延べ宿泊者数の施設所在地別構成（%, 2018 年） 
 
（注）本表は 10 人以上の従業員を有する宿泊施設を対象とする統計に基づくものである。 
（出所）観光庁（各年）「宿泊旅行統計調査」により作成。 

























表 3 訪日外国人客による各種宿泊施設の利用割合（％） 
 
（出所）観光庁（各年）「訪日外国人消費動向調査」により作成。 
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表 5 は，2018 年訪日外国人客の国籍・地域別旅行消費総額と費目別構成（宿泊費など）
を示している。また，表 6は，2018 年訪日外国人客の国籍・地域別一人あたり費目別旅行
支出を示している。 
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表 5 国籍・地域別の費目別訪日外国人旅行消費額 
 




（１）2018 年訪日外国人旅行消費額（日本滞在中の消費額）は 4 兆 5,189 億円と推計され
ているが，国籍・地域別みると，中国が 1 兆 5,450 億円（構成比 34.2％）と最も大きい。
次いで，韓国 5,881 億円（同 13.0％），台湾 5,817 億円（同 12.9％），香港 3,358 億円（同
7.4％），米国 2,893 億円（同 6.4％）の順であり，これら上位 5カ国・地域の合計消費額は，
訪日外国人旅行消費額全体の 73.9％を占めている（表 5）。 
（２）訪日外国人１人当たり旅行支出総額は 15 万 3 千円と推計されているが，国籍・地域
別にみると，オーストラリアが最も高く（24 万 2 千円），次いでスペイン（23万 7 千円），
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証する。モデルを構築する際，宿泊選択行動に関する先行研究・関連調査（Gang Lia, et al. 









Yit = α + X'itβ + ui +ɛit 
        i = 1, 2, …18;  t =2014, 2015, 2016, 2017, 2018 
ただし， 
Y は被説明変数である。 
X と β はそれぞれ諸説明変数とその係数のマトリクスである。 





Rrate it（被説明変数）：t 年の国（地域）i からの訪日客の一人当たり一泊宿泊費（円） 
sTokyo it：t年の国（地域）iからの訪日客の（ホテル代の高い）東京都の訪問率（％） 
Two＋it：t年の国（地域）iからの訪日客のうち，家族や友人と同行する者の比率（％）  
First it：t 年の国（地域）i からの訪日客における 1 回目訪日者の比率（％） 
Pleasure it：t年の国（地域）iからの訪日客における観光目的の訪日者の比率（％） 
Gtour it：t 年の国（地域）i からの訪日客における団体ツアー客の比率（％） 
Shukusha it：t 年の国（地域）i からの訪日客における「会社・学校の宿舎と寮」の利用者の
比率（％） 
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Minpaku it: t年の国（地域）iからの訪日客における民泊利用者の比率（％） 
sFemale it : t 年の国（地域）i からの訪日客における女性客の比率（％） 
Age20s it: t 年国（地域）i からの訪日客における 20 代（20~29 歳）客の比率（％） 






表 8 諸変数の基本統計量 
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観 光 庁 （ 各 年 ） 「 訪 日 外 国 人 消 費 動 向 調 査 」
（https://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/syouhityousa.html）。 
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 四半期毎に総数 34,964 票（A 全国調査 7,830 票，B1 地域調査 26,174 票，B2 クルーズ





調査実施期間終了後，翌月末に 1 次速報，4 ヶ月後に 2 次速報，翌年 3 月末に年間確報。











 B2クルーズ調査：3 海港（博多港，長崎港，那覇港） 
5.2 調査実施時期 
 四半期（1 月～3月，4 月～6月，7 月～9月，10 月～12月） 
 ※2010 年 4 月～6月調査から調査開始 
5.3 調査手法 
   調査対象空海港の出国ロビーにいる訪日外国人に調査員が協力を求め，タブレット
端末又は紙調査票を示しつつ，聞き取る方式（他計方式）により行う。 
5.4 調査の流れ 
 観光庁⇔民間等請負業者⇔調査員⇔調査対象者 
 
